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q はじのに 
カモの名所・不忍池の裏側に大学があると

いう理由で、私に書けということらしい。確

かになじみのある場所ではあるが、定期的な

観察や調査をしているわけではない。したが

って、ごく一般的なことしか書けないが、そ

れで許していただくとしよう。 

最初に注意をーつ。ここは大都会の真ん中

にある公園の一部である。したがって、ここ

を訪れるときには都会の公園らしい振る舞い

をしたい。山の中に鳥見に行くのと同じ格好

で行くと、上野周辺のそこここに散見される

浮浪者と同じ目で見られることになる。観察

態度にしても、あまりきょろきょろ目を光ら

せていると、あらぬ疑いを受けることになる。 

ぶらりと公園にやってきたという感じで、肩

の力を抜いて鳥見をしたい。それでも鳥は充

分過ぎるほど見られるのだから。 

(2)I 	"‘ら動物‘ Iの池へ《冬） 
不忍池は蓮池とボート池、それに上野動物

園内にある池の三つに分かれている。一般的

なコースとしては、上野駅をおりたらまず動

物園に入園し、ここで世界の色々な動物を見

て歓声をあげ（これが重要。この原稿が活字

になる頃には、今年生まれのパンダの子供も

一般公開されていることだろうから、動物園

の楽しみも倍増するはずである）、 それから

動物園内の池に向かうことになる。 

動物園は駅側の東園と池のある西園にわか

れており、順路に沿って東園を見ていくと、 

やがて西園につながる（東園が台地上にある 

（力ット 榎本秀和）  

ので、西園におりるという感じになる）イソ

ップ橋にさしかかる。橋の途中から、眼下に

不忍池が広がり、なかなかの眺めである。 

西園におりて鳥見を始める。動物園の池で

冬に多く見られるカモは、ホシハジロ・キン

クロハジロ・オナガガモといったあたりで、 

合わせて数千羽。水面をびっしり埋め、岸で

入園者が記念撮影などしている真下までひし

めき合っている。彼らに給餌するための桟橋

があり、給餌の時刻ともなると、すさまじい

爆音とともに無数のカモたちが押し寄せてき

て、この世のものとも思えぬ惨状となる。 

これらのカモの他に、池の中の島でカワウ

がコロニーを形成しており、常時数百羽ぐら

いは見られる。でかい図体に真っ黒なからだ、 

そして冬だというのにしらがまじりの繁殖羽

の彼ら（ここの繁殖期はちょっと違うらしい） 

が、岸の間近までうようよしているさまは、 

あまり気味のいいものではない。大都会に大

型鳥類のコロニーがあるのは、世界中でも珍

しいことなのだそうだが。 

さて、この池には珍鳥のクビワキンクロが

毎年やってくる（毎年のことなので、見飽き

たという人も多いが）。 例年給餌用の桟橋付

近で見られていたのだが、原稿提出直前に聞

いた話では、今冬は水族館付近に定着してい

るらしい。充分に注意しないと、特徴あるゴ

リラ頭（頭が二段構えになっているのだ）を

見逃すことになるかもしれない。 

C、 、・ポート池（冬） 
動物園内の池を充分に楽しんだら、西園の

南東のはずれに蓮池方面への出口（弁天門） 

があるので、そこを出て今度は蓮池を見る。 

蓮池には、北側を中心におそらく千羽以上

のカモがいる。ここではオナガガモが圧倒的

に多い。他に少数だがヒドリガモ・マガモ・

ハシビロガモもいる。隣のボート池でもそう

だが、岸にあがっているカモ（大半はオナガ

ガモ）がやたら多く、人間の通行に不自由す 
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十き喚肥ドマツマI 花園門（動物園の門） 
一／ ~ー一一g→I 通  り  

Ti 

力イツブリ・バンの
子育てが間近に見え
る。 

るような所も少なくない。ポップコーンやパ

ンなど与える人がいると、そのまわりにはカ

モだかり（カモの雑踏）ができる。そのあり

さまはまさに公園のドバトそのもので、口の

悪い連中はドガモなどと呼んでいる。 

むしろ、大きなカモに虐げられながらひっ

そり生きているバンやカィッブリたちが可憐

でいい。私などは思わず判官びいきになり、 

「こら、小さな顔をしてないで、カモなんぞ

蹴散らせ」といいたくなる。 

蓮池からボート池に移る。ここで多いのは

オナガガモ・ホシハジロ・キンクロハジロ。 

特に目立つのは、ベンチの脇で昼寝をしてい

るオナガガモの多さである。 また、ボートか

ら餌をやる人がいると、戦闘機の大編隊と駆

逐艦の大艦隊が空母に総攻撃をかけるような

光景が展開される。 

(4）蓮池の初夏 
とまあ、悪口めいたことばかり書いてきた

カえ それもそれだけここが私にとって慣れ親

しんだ場所だからであり、彼らに対する愛着

だって、私は人並み以上に持っている。しか

し、この池で最も好きなのは、初夏に蓮池で  

繁殖するカィッブリやバンたちである。肉眼

でたっぷり楽しめる距離で展開される彼らの

子育て風景には、思わずほろりとなるほどに

心が和む。冬の不忍池ばかり有名だが、初夏

のこの風景にもぜひ触れて欲しい。 

しかしこの時期にも、カルガモのやんちゃ

坊主たちが、カィッブリやバンを虐げる（カ

ルガモも繁殖していて、彼らの子供は 6 月頃

にはバンの親鳥より大きくなる）のである。 

(5)し．コりに 
不忍池では、鳥と人間との距離が小さい。 

水鳥に限らず、スズメなどの小鳥もあまり人

から逃げようとしない。それだけここの人間

が信頼されているのであろう。こういう所で

は、望遠鏡などはあまり使わず、肉眼でのん

びり鳥のいる風景を楽しみたい。そして、と

きには鳥たちに語りかけてもみたい。初めは

彼らもびっくりするだろうが、彼らの信頼を

裏切ることをしない限り、彼らとの親密さを

増せるかもしれない。望遠鏡を通して遠巻き

に見ているだけが鳥を愛することだとしたら、 

あまりにもお寒いことだと思うのである。 

（鈴木高士） 
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日本野鳥の会埼玉県支部研究部 

⑩はじめに 
研究部では本誌No.32 (1987年 1 月号）で 

1978年以後の埼玉県産鳥類リストを、No.44 

(1988年 1 月号）で埼玉県産鳥類普通種地

域別季節別生息状況リストを発表した。本県

における主な稀少種をまとめたので報告する。 

②埼玉県における主な稀少種リスト 
本リスト（右ページ下）では便宜的に、A: 

全国的に珍しい種、 B：伊豆、小笠原諸島を 

除く関東地方で珍しい種、 C：埼玉県では珍

しい種の 3 区分とした。Aでは全国的に観察

例や数の少ないコモンシギやサバクヒタキ、 

限定された地域に生息しているアカオネッタ

イチョウなどが含まれるが、日本で数回繁殖

例のあるアカガシラサギ、対馬で渡りの時期

に飛来しているヤマショウビンも入れてある。 

Bでは渡来している地域は限られるが数の少

ないマガン、マナヅルや、海洋では数の多い

コアホウドリなどが含まれる。ヒシクイは霞

ケ浦に毎年少数が越冬しているため除いた。 

C は、海岸や干潟で比較的よく見られるクロ

ガモ、 ミツユビカモメ、ホウロクシギなどが

含まれる。 

上記の区分は、1988年12月までの記録で、 

以前には国内の繁殖がほとんど知られていな

かったツバメチドリの様に、生息状況の変化、 

種の分布域の移動、観察者の増加などにより、 

今後も変化してゆくと思われる。 

本リストでは、主な記録はなるべく記載した

が、観察報告のみで正式記録とならないケー 

スは除いた。 （採用基準は本誌No.32参照） 

稀少種の飛来は予測できないが、本リスト

から考察すると、観察地は比較的自然の残さ 

れている地域や荒川、利根川などの大きな河 

川流域が多く、季節的には 9 月から11月の秋 

の渡りの時期が多い。海洋性の種は台風や低 

気圧の通過後、主な河川沿いで見られる事が

多い0 稀少種の観察は、これらの特色を念頭

に入れておくと役立つ。鳥の観察において重

要なのは、自らのフィールドで観察を継続す 

る事で、稀少種の発見もフィールドから生ま

れる。 

⑧埼玉県産鳥類IJストの追加 
本リストには 1987年 1 月以後に追加され

た種も載せた。 264 のソリハシシギを除き、 

埼玉県産鳥類リスト追加の10種のうち 9 種が

稀少種で、今後もこの傾向は続くと思われる。 

（番号はリストの追加番号を示す） 

261 コウノ トリ 

262 クロツラヘラサギ 

263 アカハシハジロ 

264 ソリハシシギ 

265 オオハシシギ 

266 クロ トウソ’クカモメ 

267 シロハラトウソさクカモメ 

268 キガシラセキレイ 

269 クロジョウビタキ 

（執筆） 石井智、榎本秀和、小荷田行男、 

藤原寛治、森本団夫 

＜文 献＞ 

埼玉県教育委員会 1987 埼玉県動物誌

埼玉県 浦和 

入間野鳥の会 1983 入間地方の野‘島

所沢・入間・狭山三市の野鳥生息調査報告書

日本野鳥の会埼玉県支部入間野鳥の会 入間 

松田喬 1984 秋ケ瀬の野鳥 浦和北高

研究紀要 Na4 78-91 浦和北高 浦和 

（財）埼玉県野鳥の会 1985 埼玉四季

の鳥 埼玉新聞社 浦和 

埼玉県環境部自然保護課 1986 埼玉の

鳥とけものたち 埼玉県 浦和 

日本野鳥の会埼玉県支部 1978 '- 1984 

野鳥さいたま No. 1 '66大宮 

日本野鳥の会埼玉県支部 1984~ 1988 

しらこばと No. 1~ 54 浦和 

（財）埼玉県野鳥の会 野鳥さいたま 

1984~1988 Na67' 102 大宮 

（財）埼玉県野鳥の会 ナチュラルアイ 

1988 No.l~19 大宮 

260 クロコシジロウミツノSメ クロコシジロウミッバメ 

4 一 



わか一家の「もんらマん」を紹介し手す。 

（う為ウじタ午 x ス） 

いっしベラン9‘之“末用1,”をしていそ言す。 

宙とひリにほ オスヤいい手可かニ 

ウチa弘方か・・かし二そうに見え冠す。 

もメ」ら“7ノし 

小林由紀子（栗橋町） 

棚棚訓柳瀬川の探鳥会棚棚脚剛脚脚廿棚廿冊廿棚

菅原のぶ子（三芳町） 

11月13日、入会後はじめて柳瀬川の探鳥会

に参加しました。みなさん御親切で、いろい

ろ教えて戴き感激しました。近くに住みなが

ら、そして毎日のように柳瀬川を渡りながら、 

こんなにすばらしい野鳥たちの楽園があると

は知りませんでした。 

~棚潮皿初めまして 棚廿脚皿棚棚棚棚肌旧皿聞廿訓廿岬

井上幹男（深谷市） 

11月から入会して、毎月来る『しらこばと』 

楽しみにしています。特に野鳥情報は、バー 

ドウォッチングの参考にしています。私は、 

入会前から阪東大橋下流から上武大橋下流ま

でをェリアにして、バードウォッチングを行

っています。 

表 埼玉県における主な稀少種のリスト 

（注）・番号は埼玉県産鳥類リストの番号 

・区分 A 	全国的に珍しい種 

B 	関東地方では珍しい種（伊豆・小笠原諸島は除く） 

C 	埼玉県では珍しい種 

番号 種 	名 殴
  

主 	な 	記 録 

6
 
7
 1
0
 1
1
 1
3
 1
9
 

2
5
 2
6
 2
9
 4
3
 4
4
 4
7
 4
8
 5
1
 7
6
 7
8
 8
1
 9
9
 1
0
1
 

1
0
2
 
1
1
3
 

1
2
0
 

 

コアホウドリ B
 
B
 
B
 
A
 B
 
A
 

B
 
C
 
B
 
A
 
A
 C
 
C
 
C
 
B
 
B
 
B
 
C
 
A
 
A
 
C
 
C
 

 

1986 ・S 熊谷 

シロハラミズナギドリ 1982 ・8 越生 

コシジロウミッノぐメ 1979 ・10与野 

アカオネプタイチョウ 1985 ・7 志木 

サンカノゴイ ？ 	北川辺 

アカガシラサギ 1982・5 浦和、北本 1986・11 本庄 

1988・5 浦和、本庄 

マ ガ ン 1983・n川越 1986・1 1-87・4本庄 

ヒ ソク イ 1979・2 本庄 	1986・9 北川辺 

アカックシガモ 1984・l】北川辺 

オオホシハジロ 1979・9 大宮 

アカハジロ

ク ロ ガモ 

1981・11 一一 82・1 浦和 

1982・4 蓮田 

シノリガモ 1984・12 浦和 

ウミアイサ 1985・ll川越 

マ ナ ヅル 1984・3 浦和 

ヒメクイナ 1981・10 浦和 

ッルクイナ 1978・10 浦和 

サルハマシギ 1979・8 浦和 

コモンシギ 1978・9 浦和 	1986・9 浦和 

シべリアオオハシシギ 1982・5 大宮 

ホウロクシギ 1985・9 大宮 

セイタカシギ 1988・6 浦和 	他 

番号 種 	名 鴎
  

主 	な 	記 	録 

1
2
6
 

1
2
7
 

1
2
9
 

1
4
9
 
1
5
3
 

1
6
4
 

1
8
6
 
1
9
1
 

2
1
3
 

2
3
2
 
2
3
7
 

2
5
4
 助
 

2
6
0
 

2
6
1
 

2
6
2
 

2
6
3
 
2
6
5
 

2
6
6
 
2
6
7
 

2
6
8
 

2
6
9
 

 

ミッコ．ビカモメ C
 
B
 A
 
A
 
B
 
B
 
A
 
A
 
A
 
B
 
B
 
A
 

B
 
A
 
A
 
A
 A
 
B
 
B
 
A
 
A
 

 

1985・1大宮 	」985・3 吉田 

ハ必コクロハラアジサシ 1979・9 本庄 	1982・7 妻沼 

セグロアジサシ 1986・9 所沢 

ャマショウビン 1986・9 吉田 

ャッガシラ 1984・3 東松山 

イワミセキレイ 1986・1 所沢 

オガワコマドリ 1979・1 浦和 	1983・11 桶川 

サバクヒタキ 1980・11 戸田 

オジロビタキ 1986・2 川越 

シマアオジ 1985・11 朝霞 

ッメナガホオジロ 1985・4 浦和 

コウライウグイス 

ク口コシジロウミッパメ 

1986・6 松戸 

1988・10 川越 

コウノトリ 1987・12 本庄 

クロッラへラサギ 1987・12~88・3 本庄 

アカハシハジロ 1988・10~11妻沼 

オオハシシギ 1987・11~88・4 大宮 1988・1浦和 

クロトウゾクカモメ 1987・6 川口 

シロハラトウゾクカモメ 1988・4 浦和 

キガシラセキレイ 1987・4 浦和 

クロジョウビタキ 1987・2-3浦和 1988・1 --3浦和 
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力ンムリカイツブリ ◇11月 6 日、本庄市の

阪東大橋下流で 2 羽。毎秋、一時的に立寄

るが今年はやや遅いようです（北川慎一）。 

力ワウ ◇10月21日、浦和市の芝川、念仏橋

上流で 2羽（大武昭雄）。 

ゴイサギ ◇10月23日、幸手市上吉羽の中川

で幼鳥 1羽（秋間利夫）。 ◇11月 6 日、浦

和市秋ケ瀬 B区の荒川で 1羽（佐藤晶人）。 

ダイサギ ◇10月23日、幸手市上吉羽の中川

で1羽（秋間利夫）。 ◇10月27日、浦和市

の芝川、蔑野新橋下流で1羽（大武昭雄）。 

アオサギ ◇10月21日、浦和市の芝川、念仏

橋上流で 3 羽（大武昭雄）。 ◇10月23日、 

幸手市上吉羽の中川で 2 羽（秋間利夫）。 

オシドリ ◇ 9月23日、寄居町の玉淀湖上流

でェクリプス羽の合 1羽（探鳥会 2 次会組）。 

10月26日、同所で25羽（小測健二）。 ◇11 

月 6 日、本庄市の阪東大橋下流で早 1羽 

（北川慎一）。 ◇11月23日、森林公園のあ

ざみくぼ沼合 5 羽早 2羽（福井 亘他）。 

アカハシハジロ ◇10月29日、妻沼町の福川

で61羽（11月n日付、読売新聞）。 ◇11 

月12日、森林公園の山田大沼で観察される 

（北川慎一）。 

スズガモ ◇11月 6日、本庄市の阪東大橋下

流で早 1羽（北川慎一）。 

ミコアイサ ◇11月23日、森林公園のあさみ

くぽ沼で早 1羽（福井 亘他）。 

ノスリ ◇10月22日午前10時、本庄市の阪東

大橋下流上空で 1羽。 トビ、チョウゲンボ

ウ、オオタカとめまぐるしく空中戦（町田

好一郎）。 ◇11月 6 日、浦和市秋ケ瀬 B区

で 2羽（佐藤晶人）。 

チョウゲンボウ ◇11月 3日、春日部市増田

新田の自宅付近で1羽。北風にあおられっ

っ南へ（石川敏男）。 ◇11月 6 日、富士見

市の柳瀬川左岸の田圃上空で早 1羽（藤原

寛治）。 ◇11月 6日、浦和市秋ケ瀬Aサイ

ド地区で1羽（佐藤晶人）。 011月 6 日、 

富士見市南畑新田で1羽（佐藤晶人）。 

コチドリ ◇10月14日、幸手市上吉羽の中川 

で21羽。10月23日、同所で13羽（秋間利夫）。 

シロチドリ ◇10月14日、幸手市上吉羽の中

川で 1羽（秋間利夫）。 

ムナグロ ◇11月 2 日、大宮市の西遊馬公園

上空で 7羽（近藤 崇）0 011月 3 日、杉

戸町大島新田の田圃で 2羽（秋間利夫）。 

タゲリ ◇10月23日午前 8時45分、春日部市

増田新田で 6 羽。青空をバックに飛ぶ姿は

すばらしかった。10月29日、同所で20羽。 

西から東へゆっくり移動する（石川敏男）。 

◇10月30日、桶川市川田谷で 5羽（北川慎

一）。 ◇11月 2 日、浦和市秋ケ瀬の健保グ

ラウンドで30羽（福井 亘）0 ◇11月 6日

浦和市秋ケ瀬B区で50羽（佐藤晶人）。 

◇11月 6日、富士見市の柳瀬川左岸の田圃

で 6羽（藤原寛治）。 ◇11月 7 日、浦和市

の総持院付近で 3羽（大武昭雄）。 ◇11月 

11日、戸田市道満で20羽（南稜高校生物部）。 

ウズラシギ ◇11月n日、戸田市道満で1羽 

（南稜高校生物部）。 

ハマシギ ◇10月14日、幸手市上吉羽の中川

で 3 羽（秋間利夫）。 

ユリカモメ ◇10月22日、浦和市の芝川、念

仏橋上空で 1羽（大武昭雄）。 

ツツドリ ◇11月 3 日～ 5日、所沢市の菩提

樹池で赤色型 1羽（宮寺 充）。 

力ワセミ ◇10月23日、幸手町上吉羽の中川

で1羽（秋間利夫）。 ◇11月 6 日、浦和市

秋ケ瀬B区の荒川で 2 羽（佐藤晶人）。 

ビンズイ ◇11月 7日、大宮市日進町の自宅

付近で 2羽（森本園夫）。 

ヒョドリ（渡り） 010月10日、春日部市増

田新田の自宅上空を約50羽の群れが南へ飛

んで行く（石川敏男）。 

ジョウビタキ ◇10月23日、寄居町用土で6 

2 羽（小測健二）。010月28日、幸手市の自

宅付近で 1羽（秋間利夫）。◇11月 7 日、浦

和市三室で古早各 1羽（大武百合子）。 

キクイタダキ ◇11月 2 日、大宮市日進町で 

1羽（森本図夫）。 ◇11月23日、森林公園

で 1羽（藤原寛治）。 

コサメビタキ ◇10月29日、狭山市上赤坂で 

1羽（宮寺 充）。 

ヤマガラ ◇11月 6 日、三芳町の多福寺で 2 
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羽 （金子真理）。 

メジ口 ◇10月29日、浦和市大間木の自宅庭

の柿の木に1羽（大武昭雄）。 ◇11月巧日、 

浦和市中尾の自宅庭で 2 羽（草間和子）。 

力シラダカ ◇10月23日、浦和市秋ケ瀬のピ

クニックの森で1羽（藤原寛治）。 ◇10月 

26日、寄居町の玉淀湖上流付近で1羽（小

測健二）。 

アオジ ◇10月23日、大宮市日進町で 3羽 

（森本園夫）。 ◇10月25日、浦和市の白幡

沼で1羽。 ジョウビタキと並んで水浴びを

する（海老原美夫）。 ◇10月30日、森林公 

【lIのみ畿 
新年おめでとうございます。今年はどんな

鳥との出会いがあるでしょうか。ステキな鳥

やステキな人との出会いを楽しみに、今年も

元気にフィールドに出かけましょうか。 

本格的な冬の訪れとともに、フィールドで

会える鳥の種類も多くなってきます。アカハ

ラやシロハラなどのツグミの仲間が街の公園

や雑木林でも見られるようになります。どち

らも薄暗い林の地表付近にいることが多いよ

うです。アカハラは冬の三室の探鳥会の常連

ですが、見られる場所はいつも決っているよ

うです。シロハラも薄暗い林の中で見られ、 

「ガサゴソ」 と意外に大きな音をたてて落ち

葉をひっくり返して餌を探している姿がよく

見られます。ァカハラは胸から脇にかけての

オレンジ色が鮮やかできれいな鳥です。シロ

ノ、ラは、目の周囲の金色のリングが目立ち、 

キリッとした顔だちのスマートな鳥で、以前

私の憧れの鳥のーつでした。 

日本特産種で高山で繁殖するカヤクグリと

いう鳥がいます。この鳥は、冬は下の方にお

表紙の写真 

園で1羽（藤原寛治）。 ◇11月 6日、三芳

町の多福寺でI羽（金子真理）。 ◇11月 7 

日、浦和市芝原で2羽（大武昭雄）。 

オオジュリン ◇10月28日、桶川市川田谷で

約10羽（北川慎一）。 

アトリ ◇11月11日、戸田市道満で早 1羽 

（南稜高校生物部）。 

シメ ◇11月 2 日、川越市の入間大橋付近で 

1羽（近藤 崇）。 

ニュウナイスズメ ◇10月23日午前 9時、春

日部市増田新田で61羽。刈田でスズメの

群れと共に採餌する（石川敏男）。 

（力ット 矢作亮太郎）緊、、 

りてきますが、平地までおりてくることはな

いようです。特徴のないのが特徴といわれる

ぐらい地味なんですが、私の好きな鳥のーつ

です。長瀞町の宝登山では、駐車場の方から

登った林の周辺部の明るい場所で見られます。 

「チリリン、チリリン」 と鈴をふるように鳴

いている姿を見ていると私の故郷の早池峰山

のハイマツ帯が思いおこされ、なつかしい気

持ちにさせてくれます。 「フィッ、フィッ」 

と口笛がこだまするように聞えてきたらウソ

の群れを期待しましょう。他にも宝登山では、 

いろいろな鳥が楽しめます。そんなにきつい

のぼりもないので、天気の好い日に一度出か 

けてみませんか。 	 （藤原寛治） 

バードフォトコンテスト入選作 

アオジ （ホオジ口科） 

冬になると草むらや茂みのなかからチッ、 

チッと、声はすれども姿は見えず。 

その声の主がこのアオジです。背中はわり

と地味な色をしていますが、おなかのほうは、 

光がうまい具合にあたっていれば、きれいな  

黄色に見えます。 

一年中日本にいますが、埼玉の平野部では

冬になると山からおりてきて、いたるところ

で見られるようになります。 

（写真と文・登坂久雄＝戸田市） 
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野鳥や自然の好きな方、どなたでも歓迎。 

探鳥会に参加される場合、持ち物は、筆記用具、雨具、昼食、ゴミ袋、もしあれば双

眼鏡など。参加費は、一般= 100 円、会員および中学生以下= 50円。受付は探鳥会当日

です。特別な場合を除いて予約申込みの必要はありません。小雨決行です。 

夢中になりすぎて、鳥を驚かしたり、植物を荒らしたりしないように。タバコの吸い

殻やゴミを散らかすなんて事はもってのほか。いつもフィールドマナーをお忘れなく。 

身支度ができたら、さあ出発！ 

院ご二ご＝ ニご；;：ニ蒜 な讐 
浄谷市‘大麻焦鷲磐邑含』 

期日 1 月 8 日（日） 

集合：午前 9 時30分 秩父鉄道大麻生駅前

交通：秩父鉄道熊谷9:04発→大麻生9:12 

着／ 秩父鉄道寄居 9 】 01発→大麻生 

9:19着 

解散：午後 1 時ごろ 

担当：諏訪隆久、鈴木忠雄、榎本秀和、林滋、 

岡安征也、町田好一郎 

見どころ：冬晴れの河原でのんびり探鳥。松

もとれ日常生活に戻ったところで、河

川敷でも歩きましょう。 

久喜市・昭和池探鳥会 

期日 1 月8 日（日） 

集合：午前 9 時10分 東北本線白岡駅北口 

または午前 9 時45分 昭和池駐車場 

（白岡駅の場合、その後バス利用） 

交通：東北本線大宮8:40発→白岡8:53着

解散：午後 1 時ごろ 

担当：石川敏男、浅田徳次、小林恒雄

見どころ：水面をおおうトモエガモの群れ。 

昨年はやや少なかったけど、今年はど 

うかな？ 

埋皇含ーI 
期日： 1 月14日（土） 

集合：午前 6 時30分 大宮駅中央改札口前 

交通：高崎線大宮 6:42発普通電車に乗車、 

高崎で特急に乗り換え、軽井沢下車。 

途中駅からの乗車も可。大宮 7 : 22発

特急あさま 1 号利用も可。 

費用：タクシーに分乗しますので、タクシー 

代若干をご負担願います。 

解散：現地にて午後 3 時ごろ 

担当：中島康夫、楠見邦博、草間和子、横山

みどり 

見どころ：あこがれの赤い鳥や～い。積雪、 

降雪が予想されますので、防寒と足ご

しらえは厳重に。 

地区定例探鳥会 I 
."m,,，一一1,ーーー‘ー．，一ー，ーー一一一ーJ 

期日】1 月15日（日・祝） 

集合：午前 8 時15分 北浦和駅東口 または 

午前 9 時 浦和市立郷土博物館前 

（北浦和駅の場合、その後バス利用） 

解散：午後 1 時ごろ 

後援：浦和市立郷土博物館 

担当：楠見邦博、福井恒人、渡辺周司、乗田

実、手塚正義 

見どころ：冬本番、三室は今がクライマック

ス。コタツにばかりもぐってないで、 

ちょっと野外へ出てみませんか。 

1 
, 

期日： 1 月15日（日・祝） 

集合：午前 9 時 東武東上線武蔵嵐山駅前

交通：東武東上線川越8:20発特急→東松山 

8:41→武蔵嵐山 8:53着／ 東武東 

上線寄居8:24発、小川町駅で8:45 

発急行乗り継ぎ、武蔵嵐山8: 53着

解散：午後 1 時ごろ 

担当】諏訪隆久、林滋、町田好一郎 

見どころ：胸ワクワク、初めての探鳥地。ど

んな場所かな、どんな鳥がいるのかな。 
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EE蕪蕪蕪範 
期日： 1月16日（月・振休） 

日本野鳥の会では、毎年ガン・カモ類の全

国一斉調査を実施しているところですが、当

支部もこれに協力する形で調査を行ないます。 

下記 2 地点はより多くの会員のご協力をお願

いしたい箇所です。 

◇昭和池（久喜市） 

集合】午前 9時 昭和池駐車場 

担当：松井昭吾 

◇狭山湖（所沢市） 

集合：午前 9時 狭山湖堤防の上 

交通：西武鉄道西武球場前駅から歩10分

担当：石井智 

いずれの調査地点も解散は昼近くになる予

定。雨天決行です。調査ですので参加費は要

りません。いつもの支度でお気軽にどうぞ。 

じ蕉藍鷲墜葱贈 
とき： 1月28日（土） 午後 1時～ 3時ごろ 

会場：支部事務局（浦和駅西口を出て左側、 

三菱信託銀行と日建ハウスの間を入っ

て進み、信号ひとつ渡ってY字路の右、 

茶色 5 階建マンションの1階一徒歩約 

5 分ニ＝住所は12ページ下欄のとおり） 

案内：先月から会場は事務局になりました。 

怖くありません。みんな来てね。 

に蕪喜勲薫勲蕉二1 
とき： 1月28日（土） 午後 3時ごろ～ 5時

会場：『しらこばと』袋づめの会と同じ

案内：あの一瞬の感激をみんなに…。 

・丸山公園探鳥会 

期日： 1月29日（日） 

集合：午前 7時20分 丸山公園北駐車場 

交通：高崎線上尾駅西口1番バス乗場から上 

尾車庫行き7:03発→終点下車 

解散】午前 9時ごろ 

担当】乗田実、赤瀬征雄 

見どころ：冴え返る朝、胸に熱く出会いの予 

感。初めての早朝探鳥会。寒さも眠気 

も何のその、元気良く朝の散策です。 

［蕪薫ミ薫I勲蕪熱 
期日： 1月29日（日） 

集合】午前 9時30分 東武鉄道北越谷駅東口 

（その後現地までバス利用） 

交通】東武伊勢崎線新越谷9:25発→北越谷 

9 : 39着／ 東武伊勢崎線春日部9: 

01発→北越谷9:18着 

解散：午後 1時ごろ 

担当：山部直喜、石川敏男、木村義人

見どころ：ここ 3年、ョシガモやアメリカヒ 

ドリが飛来中・・・。土手の上から水鳥を 

観察。 

じ薫FBJ 蕪髪熱讐点薫蕪藍1 
期日：1月29日（日） 

集合：午前 9時 寄居駅南口 

交通：秩父鉄道熊谷8:30発→寄居8:58着

解散：午後 2時ごろ 

担当】田村照治、新井清子、小測健二、林滋

見どころ：低山の冬の鳥。水辺ではヤマセミ

も期待できます。 

吉見町・吉見百穴周辺探鳥会 

期日： 2 月 5日（日） 

集合：午前 9時30分 東武バス停百穴入口前

交通：東武東上線東松山駅東口 8:58発、ま

たは高崎線鴻巣駅東口 8 : 50発のバス。 

解散：午後 1時ごろ 

担当：榎本秀和、乗田実、岡安征也、赤瀬征

雄、吉原俊雄 

見どころ：逆光に浮かぶ力モの群れ。田圃で

はタゲリも姿を見せてくれるはず。 

羅薫ミ蕪鷺藍『I 
期日：2 月 5 日（日） 

集合】午前 8時45分 東北本線蓮田駅東口 

（その後現地までバス利用） 

交通：東北本線大宮 8:31→蓮田 8:42着 

解散：午後 1時ごろ 

担当：中島康夫、松井昭吾、浅田徳次、小林 

恒雄 

見どころ：冬の光をはらんで、鳥たちの翼が 

躍ります。林を抜け、水辺をたどる、 

9 ー 
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10月29日（土）~11月7 日（月） 第43回愛

鳥週間 「全国野鳥保護のつどい」バードウオ

ッチング・フェスティバル 

バードフォトコンテスト入選作30点を展示した 

「埼玉の野鳥いきいき写真展」 は、会期の前から埼

玉新聞に撮影者自身の言葉を添えて連載して評判を

呼び、また、初日からテレビ・新聞などの取材があ

って大きく報道され、来場者も延べ 1000名を越えた。 

駅ビルの最も人通りの多いところにデンと展示し

た 「庭に小鳥を呼ぼう・ミニサンクチュアリ展」、数

百人が挑戦した野鳥クイズ、予想以上の売行きのバ 

ードショップ、来場者が多すぎて記念品が足りなく

なり、 スポンサーをあわてさせたバードウオッチン

グ教室（講師：横山みどり幹事）、 たくみなナイフ

さぼきに皆が目を見張ったバードカービング教室 

（講師：山岸昭治会員）、 いずれも大きな成果を上

げた。 

会場ボランティア 海老原教子、海老原美夫、岡安

征也、小測健二、金子真理、草間和子、楠見文子、 

黒田佳子、佐藤晶人、諏訪隆久、関口善孝、高橋タ

香子、堂坂多美子、登坂久雄、乗田実、林滋、林待

江、福井恒人、藤原寛治、町田好一郎、松井昭子、 

山部直喜、吉田二三子、横山みどり（24人） 

共催の埼玉県、後援のアズ熊谷・アイリスメガネ 

・ニーコンさん、大変お世話になりました。ボランテ

ィアの皆さん、お疲れでしょう。ご苦労様。 

き今療奉 

ミの野泉 
、きい主誉 

会場ボランティア 

つオンラン」 

野鳥ク イ ス 

囚 30人 国 晴 園 カィッブリ ダイサ

ギ コサギ カルガモ コガモ スズガモ チョウ

ゲンボウ キジ クイナ ノぐン イカルチドリ ムナ

グロ タシギ シラコバト キジバト ヒバリ 

クセキレイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ シジュウカラ メジロ ホオ

ジロ アオジ カワラヒワ シメ スズメ ムクド

リ カケス オナガ ハシボソガラス ハシブトガ

ラス （34種）北風が強く10月末としては寒い 1日だ

った。 出発前は、あまり鳥が出ないのではと心配し

たが、ジョウビタキ、シメ、アオジなどの冬鳥も見

られ、田圃ではチョウゲンボウが天空高く舞い、黒

浜沼にはクイナのほか、ここでは初記録と思われる

スズガモが 1羽現われた。終ってみれば、34種と多

くの鳥を見られ、楽しい 1日だった。 

11月3日（祝） 川口市 差間 

囚 44人国 晴園 カワウ コサギ カルガ

モ コガモ オナガガモ ハヤブサ タシギ キジ

ノぐト カワセミ ヒバリ キセキレイ ハクセキレ

イ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビタ

キ ツグミ ウグイス シジュウカラ メジロ ホ

オジロ アオジ オオジュリン カワラヒワ シメ

スズメ ムク ドリ カケス オナガ ハシボソガラ

ス ハシブトガラス （31種） あちらこちらから聞こ

えるモズの高鳴き。勢ぞろいした冬鳥たち。通船堀

にしばらくぶりに戻ってきているカワセミも人数に

驚いたようだが、それでもチラリと姿を見せた。運

のいい人は通過して行くハヤブサを見られた。すば

らしい天気に恵まれ、のんびり歩いて晩秋の見沼田

圃を満喫した。 

11月 6日（日） 吉見町 吉見百穴周辺 

囚 37人 国 晴園 カィッブリ ダイサギ 

コサギ マガモ カルガモ 

オナガガモ ハシビロガモ 

ハジロ オオタカ ノスリ 

コガモ ヒドリガモ

ホシハジロ キンクロ

ハヤブサ バン キジ 

ノぐト カワセミ コゲラ キセキレイ ハクセキレ 

10月30日（日） 蓮田市 黒浜沼 
	

イ セグロセキレイ ヒョドリ モズ ジョウビタ 
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キ ツグミ シジュウカラ メジロ ホオジロ カ

シラダカ アオジ カワラヒワ スズメ ムクドリ

カケス ハシボソガラス ハシブトガラス （36種） 

朝方ちょっと風があったが、日中は汗ばむほどの小

春日和。そのせいか鳥たちもよく出てくれた。特に、 

終了間際にカワセミ・オオタカなどのスターが次々

に飛び出したときはほとんどパニック（?）。そのほ

か、ジョウビタキ 4羽による縄張争いや鳥合わせ中

のハヤブサなど、充実した探鳥会だった。 

11月12日（土） 栃木県 奥日光 

囚 31人国晴囲マガモ コガモ ヒドリ 

ガモ ホシハジロ キンクロハジロ ミコアイサ

トビ アカゲラ コゲラ セグロセキレイ ヒョド

リ カワガラス ミソサザイ ジョウビタキ ッグ

ミ キクイタダキ ェナガ コガラ ヒガラ シジ

ュウカラ ゴジュウカラ キバシリ アトリ マヒ

ワ ベニマシコ スズメ カケス ハシボソガラス

ハシブトガラス （29種）前日の雪で戦場ケ原は一面

の銀世界。開始直後ベニマシコ合 1羽をじっくり見

ることができたが、以後ほとんど鳥の姿がなくリー 

ダーはやきもき。昼食後ェナガの群れ、ゴジュウカ

ラ、キバシリ、アカゲラなどが続々登場してく才に、 

やれやれ。 おまけにミソサザイの木登りまで見られ、 

参加者全員十分に満足したようだ。 

11月13日（日） 富士見市 柳瀬川 

囚 29人国晴園チュウサギ コサギ カ

ルガモ コガモ ヒドリガモ オナガガモ タゲリ

ユリカモメ キジバト ヒバリ キセキレイ ハク

セキレイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ ツグミ ホオジロ アオジ

カワラヒワ スズメ ムクドリ オナガ ハシボソ

ガラス ハシブトガラス（26種）穏やかな暖かい日。 

モズが縄張争いで飛回っていた。お目当てのタゲリ

も10羽以上見られ、満足。アカハシハジロ騒ぎの最

中のせいか、心持ち参加者が少ないようでもあった。 

（当日はアカハシハジロは見つけられなかったよう

です。） 

11月13日（日） 熊谷市 大麻生 

囚m 国晴園カィッブリ ダィサギ

コサギ アオサギ コガモ スズガモ ハイタカ

コジュケイ キジ クサシギ イソシギ タシギ

キジバト カワセミ アカゲラ ヒバリ キセキレ

イ ハクセキレイ セグロセキレイ ヒョドリ モ 

ズ ジョウビタキ ッグミ ウグイス シジュウカ

ラ メジロ ホオジロ カワラヒワ シメ スズメ

ムクドリ カケス オナガ ハシボソガラス ハシ

ブトガラス（35種） こんな所にもカワセミがと思わ

せるようなゴルフ場の中を流れる水路で常連のカワ

セミ氏に挨拶をして探鳥会がスタート。こちらのカ

ワセミは都市鳥？。一方明戸堰では野性？のカワセ

ミ氏カえ ホバリング、ダイビング、フィッシングを

ご披露。彼はフィッシングは上手でないようで、 5 

回目のダイブでやっと魚がとれた。なんとスズガモ

が明戸堰に迷い込んでいたが、鉄砲からうまく逃げ

られただろうか。 

11月20日（日） 浦和市 三室地区 

囚 56人 国曇一時雨 囲カワウ ダイサギ

コサギ カルガモ コガモ オナガガモ チョウゲ

ンボウ タカブシギ イソシギ タシギ ユリカモ

メ キジバト カワセミ ヒバリ キセキレイ

クセキレイ セグロセキレイ タヒバリ ヒョドリ

モズ ジョウビタキ アカハラ ツグミ ウグイス

セッカ ヤマガラ シジュウカラ メジロ ホオジ

ロ カシラダカ アオジ カワラヒワ シメ スズ

メ ムクドリ カケス ハシボソガラス ハシプト

ガラス （38種）市立病院下の斜面林で早くもカワセ

ミ、 メジロ、シジュウカラ、ジョウビタキが出現。 

芝川では、ユリカモメの群れ。見沼田圃では、チョ

ウゲンボウが杭に止り、その後上空をヒラリヒラリ。 

忠兵衛橋のところで久しぶりのヤマガラ。なぜかこ

こにはヤマガラがよく現われる。林の中ではカケス

が行ったり来たり。 

n月23日（祝） 桶川市 川田谷 

囚 38人国晴囲ダイサギ コサギ アオ

サギ カルガモ ハイタカ コジュケイ キジ バ

ン タゲリ クサシギ タシギ キジバト カワセ

ミ ヒバリ キセキレイ ハクセキレイ セグロセ

キレイ タヒバリ ヒョドリ モズ ジョウビタキ

ツグミ ウグイス シジュウカラ メジロ ホオジ

ロ カシラダカ アオジ カワラヒワ シメ スズ

メ ムクドリ カケス オナガ ハシボソガラス

ハシブトガラス（36種）ポカポカの小春日和の中、 

お目当てのタゲリがフワリフワリ。目の前に突如現

われスズメの群れに突っ込んだハイタカ。セキレイ

類 4 種とホオジロ類 3種も出て、おまけにカワセミ 

2羽。埋立てが進み、アシ原が焼かれていく川田谷

の低湿地だが冬鳥は今年もやってきてくれた。 

-11- 



次の方々からご寄付をいただきました。 

しらこばと 昭和63年 8月 2日第 3種郵便物認可 

新しい事務所を確保することができました。 

条件にあった場所をいろいろさがしていまし

たが、なんと、今までの事務局の隣りの部屋 

(6畳 2間の 2 DK、約40 ni）を借り受ける

ことができたのです。大きく飛び立って、舞

い降りたところが隣りの部屋だったというこ

とですが、距離的には小さくとも、我等の埼

玉県支部にとっては、たいへん大きな 1歩を

踏み出すことができました。 

浦和駅西口から徒歩約 5分の所に、事務局

としての窓口は当面従来のままに、役員会、 

各部会、袋づめの会、会員のつどいなどに自

由に使える場所がその隣りに確保できたとい

う、まずは理想的な形です。 

新事務所の整備、運営などと共に、新しい

体制の裏づけの財源問題というたいへん重要

な残された問題についても、役員会で更に検

討を進めます。ご協力をお願いします。 

議 
新事務所用に、ガステーブル、ストース 

テレビ、冷蔵庫、扇風機、掃除機などがどこ

かで眠っていましたら、ご寄付いただけませ

んでしょうか。それと、新事務所関連ではあ

りませんが、厚手の書類用の 2 穴パンチ、双

眼鏡、望遠鏡、三脚などもご寄付いただけれ

ばありがたいのですが。 

事務局までご連絡ください。 

12月19日から電話番号が下の通りに変わり

ました。よろ1ノく n  

昭和64年1月1日発行 

福井恒人 7,200 円（11/13講師料）、関口事務

機（株）複写機 1台、パイオニァ精密（株） 

2,300 円（禁煙をやぶった罰金とか）、役員会 

3,545 円（懇親会の残金）。 

●次の方からは支部賛助会費（通常の会費と 

の差額分 8,000 円）をいただきました。 

宮崎章次。 	 (50音順、敬称略） 

12月zU日現在 1Th 1 人て’す。 

＠動報句 
11月 6 日 吉川町吉川駅前団地住民の会で講

演（山部直喜）。 

11月13日 浦和市教育委員会主催ジュニアリ 

ーダー研修会で探鳥指導（海老原美夫・金

子真理・福井恒人）。 

11月19日 研究部会議。 

n月20日 総務部会議。普及部会議。事業部

会議。役員会議（司会：福井恒人、新事務

所契約について、その他）。 

11月21日 12月号校正（大武、西城戸）。 

11月22日 野鳥保護のつどい運営委員会に海

老原事務局長出席、委員に就任。 

11月27日 役員会議（司会：森本園夫、新事

務所の運営、その他）。 

多I舞物滋' 揚易厩彦 

今月号の原稿がめずらしく早くあがったの

で、編集長に「どうだ、偉いだろう」 と電話

したところ 「ところで、編集後記はしばらく

書いてませんでしたよね」 なんだなんだ、と

んだャブヘビになってしまった。 

それにしても寒いですね。でも寒い中でい

い鳥を見た後の一杯がまたいいんですよね～。 

（藤原寛治） 

今井昌彦10,000円、海老原美夫・金子真理・ 
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